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開会 午前１１時００分

◎開会宣告

〇議長 東 英男君 ただいまから予算審査特別委員会を開きます。

◎正・副委員長の互選

〇議長 東 英男君 お諮りします。

正副委員長の互選については、慣例により私から指名することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、私から指名します。

予算審査特別委員長には一ノ瀬弘昭委員、同副委員長には水島美喜子委員を指名します。

休憩 午前１１時００分

〔委員長 一ノ瀬弘昭君 着席〕

再開 午前１１時０２分

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 休憩中の会議を再開いたします。

本日の委員会に村上新一氏から委員会傍聴の申し出がありました。このことにつきまし

て許可することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、委員会傍聴を許可することに決定いたしました。

暫時休憩します。

休憩 午前１１時０２分

再開 午前１１時０３分

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 委員会を再開いたします。

◎開議宣告

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 直ちに議事に入ります。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 本委員会に付託されました議案第４号 砂川市公共下水道設置

条例の一部を改正する条例の制定について、議案第１号 平成２５年度砂川市一般会計補

正予算、議案第２号 平成２５年度砂川市国民健康保険特別会計補正予算、議案第３号

平成２５年度砂川市介護保険特別会計補正予算の４件を一括議題といたします。

お諮りいたします。審査の方法といたしましては、まず予算先議議案の審査を行い、次

に一般会計を行うこととし、歳出を款、項ごとに、続きまして歳入の審査の順で行い、次

に特別会計の歳入歳出を一括審査する方法で進みたいと思います。このことにご異議あり

ませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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ご異議なしと認め、そのように進めてまいります。

初めに、議案第４号 砂川市公共下水道設置条例の一部を改正する条例の制定について

の審査に入ります。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 今回は計画人口の減ということで、提案説明では広域の計画も減少して

いくからということだったのですけれども、何かと計画人口がふえたり減ったりというの

は大きな影響が出てくるのではないかと思うのですけれども、これに伴っての影響という

のをまずお伺いしたいと思います。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 土木課長。

〇土木課長 荒木政宏君 今回の砂川市公共下水道設置条例におきましては、この条例で

は下水道を管理する上での基本的な数値でございます下水道の計画人口と計画面積、これ

を条例で定めさせていただいております。今回計画人口の減というものにつきましては、

将来的な下水道の汚水量の変更というものにつながりますので、この変更に伴い行うもの

は２点照査しております。若干変更になっている部分でございます。１点目につきまして

は、下水道管渠の口径並びに中継ポンプ場の規格の見直しでございます。こちらにつきま

しては、一部若干コンパクトに変更される部分がございます。それから、もう一点につき

ましては砂川市は流域下水道を行っておりますので、６市４町で運営しております。そし

て、流域下水道は昭和６１年３月に供用を開始しておりますので、近年におきましてはそ

れら施設の施設維持にかかわる更新事業を行っております。それに伴う市町村割合につき

ましては、この人口から算出いたします汚水量をもって費用割合を各まち決めてきている

ところでございます。今回の変わります中身につきましては、砂川市は処理場につきまし

ては今まで１３．４％だったものが１３％、それから管渠につきましては１５．２％だっ

たものが１５％ということで、平成２４年度の決算でございますが、申し上げますと決算

額が１，８９４万９，２５２円になっておりますが、これがもし変わったということで試

算し直してみますと１，８６６万２，０６８円ということで２８万７，０００円ほどの減、

ですから若干の減というようなところで、目的は減とかどうとかということではなく、先

ほども申し上げましたとおり公共下水道を維持管理していく部分において適正な数値とな

るよう見直しを図ったところでございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 ちなみに、これまでこの１万６，０００まで計画人口というのは何回か

見直されていると思うのですけれども、ちょっと推移をわかる範囲でいいのですけれども、

教えていただけますか。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 土木課長。

〇土木課長 荒木政宏君 計画人口の大きな見直しにつきましては、この条例の制定のも
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とになっておりますのは公共下水道の事業計画でございます。通常認可と言われているも

のでございます。今回につきましては、この認可変更というのは昭和６１年３月に供用開

始してから１２回目になるものでございますが、古いものはちょっと手持ちにないのです

が、平成１９年の認可、これが１０回目の認可でございました。このときに今の人口が１

万……それまでは右肩上がりで計画していたものが少子高齢化に見合わせたというような

見直しで、現在の１万７，７２０人に変更したところでございます。今回は１２回目でご

ざいますので、１２回目で再度見直しをかけ、１万６，６２０ということで第６期総合計

画の行政人口、これをベースにさせていただきまして算出したところでございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 今何で聞いたかというと、平成１０年ごろは計画人口というのは２万８，

０００ぐらいいたのだと思うのですよね。それが今直近ので平成１９年で１万７，７２０

人になった、そして今回は１万６，６２０人にするということになるわけで、２万８，０

００の計画人口の中で計画を進めていったのだろうと思うのです。それを１万６，０００

にするということは、半分というのは大げさだけれども、相当な減少になってくるわけで

すね。今後古くなっている管も当然あるでしょうし、２万８，０００で計画をずっとやっ

てきていて、今現在の計画の達成率というのかな。つまり大きな人口を抱えていると計画

していたものに対してずっと工事はしてきていて、今はほぼ下水の整備というのはいい状

態になっているのではないかと思うのです。水洗化なんかは、たしか九十何％も上のほう

だったと思うのですけれども、その辺というのは今は数字でわかりますか。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 土木課長。

〇土木課長 荒木政宏君 平成２５年３月３１日現在で行政人口１万８，４４４人、これ

に対しまして下水道の処理人口は１万７，１１９人で、下水道の普及率につきましては９

２．８２％ということで、ほぼ９割以上の方が下水道が使える地域にお住まいになってい

ただいているというようなところでございます。このパイプにつきましては、昭和６１年

からつい最近まで整備してきているところでございますが、おおむねまだ３０年まではた

っておりません。パイプにつきましては５０年もつと言われておりますので、その間で下

水道施設については償還を進めていくと。決算書のほうにも載っておりますけれども、起

債がまだ数十億残っております。こちらのほうを償還していく形になるかと思います。そ

れが大体あと２０年ぐらいでいいところ償還ができるのではないのかなというふうに思っ

ておりますので、そのときにはこのまちなかの管渠についても大分老朽してきていると思

いますので、管渠更生等の事業を今度は進めていかなければならない。そのときにどうい

うような形でやっていくかというのをこれから我々は検討していかなければならないとい

うようなところで、そこのところまでまだ到達しておりませんが、方向的にはこういうよ

うな考え方でいかなければならないと考えております。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 小黒弘委員。
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〇小黒 弘委員 先ほども言ったように、最大限では２万８，０５０人の計画人口で計画

を立ててきていると思うのです。それが今、今回で１万６，０００にするということにな

る、そこの影響なのですけれども、現実的に２万８，０００の人たちに下水道のサービス

をしようとするような工事等を現在行われてきてしまっているのかどうかということはど

うなのでしょうか。つまりこれだけ広がっていたものをぐっと計画人口を縮小させるとい

うことにおいての影響というのは、要するに住んでいないところまでも計画をして管を通

してしまったのだけれども、人口が１万６，０００になったのでと言ってもその周りに住

んでいる人たちを集めるわけにもいかないわけだから、計画人口を縮小させるということ

と今まで古くなったものをここからこの先はしないとか、するとかということにはなかな

か変更はできないのだろうと思うのです。そういう点における影響を最初からというか、

聞きたいと思っているわけです。つまり１万６，０００に計画人口をするということは、

使用料ももちろん減ってくるわけですね。だけれども、これから直していかなければなら

ないものは直していかなければならないと。この２万８，０００人いたというものの計画

の中でやってきたものを今さら縮めるわけにはいかないわけで、当然そういう影響が今後

大きく出てくるのではないのかなと思うのですが、その辺は心配しないでも大丈夫なので

しょうか。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 土木課長。

〇土木課長 荒木政宏君 下水道の整備につきましては、人口が集中しているところを中

心的に整備してきておりますので、計画人口が少なくなったからといってやらないわけに

はいかなかったというわけではありませんので、計画的なバランスのとれた整備がこれま

でもなされてきたというふうに考えてきております。

それと、使用料のお話でございますが、使用料につきましては今下水道会計につきまし

ては約４億円ほどの収入がございます。人口が毎年１％から２％ぐらいずつ減ってきてお

りますので、おおむね今後につきましてはそのぐらいの収入減は見込まれるかと思います

が、下水道会計につきましては一般会計から繰入金をさせていただいております。これに

つきましては、近年おかげさまで起債も減少傾向にありますので、人口が減ってきたから

といって下水道会計に負担がかかる、使用料を上げなければならないとかという理論には

ならないというふうに考えているところでございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 それで、課長がそう言ってくれるので安心はするのですけれども、ただ

２万８，０００という大きな人口を考えて、ここはもう最後の質問でいいのですけれども、

これ整備をちゃんとその分でもうしてしまっているものなのかどうなのか。あるいは、そ

れはもうあくまでも夢の希望の計画であって、そこまでは現状としてはしていなかったも

のなのか。さっきも言ったように、これ１万２，０００人もの計画人口の差が出てくるわ

けです、最大と。これからもっと下げていかなければならないかもしれない。今は最少だ
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と思うのですよね。そこの落差というか、これがあるわけでしょう、現実的に。それは、

整備をしたあなたしかわからないわけで、つまりそういう心配ではなくて２万８，０００

だったのだけれども、人口密集地だけしかまだ整備していないので、１万６，０００にな

っても大丈夫なのだというようなことなのかどうかということをお伺いしたいです。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 土木課長。

〇土木課長 荒木政宏君 下水道の全体計画というものは約１，１００ヘクタールござい

まして、２４年度までに整備済みにつきましてはそのうちの８２０ヘクタールということ

で全ては整備してございません。当然人口が張りついていないような箇所については、全

体計画は持っていても整備しておりませんので、その点につきましては計画的に、先ほど

もお話しさせていただきましたとおり、人口の集中しているところから整備させていただ

いておりますので、そういうような無駄な整備というか、余剰施設というものはないとい

うふうに考えております。また、先ほどもお話しさせていただきましたとおり、国のほう

がこれからどうなってくるのかというところも見ていかなければならないと思うのです。

更新事業につきましては、今まで整備につきましては当初下水道をやっていたときには、

ある一定の汚水量までは補助ですよと、そこから先は単独費ですよといったものが今の段

階においてはほとんどが補助で賄えるというような制度も変わってきております。今後に

つきましては、更新計画につきましても国の補助事業の対応のあり方等も見ながらやって

いかなければならないと思いますので、この場ではちょっとそこまではまだ見えてきてお

りませんのでご答弁できませんが、何分費用負担はかからないような方向で今後とも考え

ていかなければならないと考えているところでございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 他にご質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで議案第４号の質疑を終わります。

続いて、討論に入ります。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

討論なしと認め、これで討論を終わります。

これより議案第４号を採決いたします。

本案を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、原案のとおり可決されました。

これより補正予算に入ります。議案第１号 平成２５年度砂川市一般会計補正予算の歳

出から審査に入ります。

それでは、予算書の１８ページ、第２款総務費、第１項総務管理費について質疑ありま

せんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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なければ、次に進みます。２０ページ、第３款民生費、第２項児童福祉費について質疑

ありませんか。

辻勲委員。

〇辻 勲委員 それでは、児童福祉費、子ども・子育て支援事業計画策定による経費に

ついて質疑をいたします。

説明にありましたように、２７年度からこの子育て新制度をスタートさせたいというこ

とで、それについての今後の調査等々、会議になっていくと思うのですけれども、まずこ

の会議の構成というのですか、委員構成等の内容についてまずお伺いします。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 社会福祉課長。

〇社会福祉課長 近藤恭史君 このたび子ども・子育て支援事業計画の策定に当たりまし

て、地方版となります砂川市子ども・子育て会議を設置することとしております。こちら

の委員構成につきましては、現在国のほうで子ども・子育て支援会議というものを設置し

て計画の概要、子ども・子育て支援制度の事業内容について審議がなされているところで

ございます。国のほうのまず委員構成でございますが、これにつきましては子ども・子育

て支援法に基づきまして子供の保護者、都道府県知事、市町村長、事業主、労働者を代表

する者のほかに子ども・子育て支援に関する事業に従事する者及び学識経験のある者など

という形で構成されているところでございます。地方版の市町村の子ども・子育て会議に

つきましては、委員の構成については法律上の定めはございませんが、国のこのような構

成委員を参考にしながら委員を構成することということで国のほうから通達を受けている

ところでございます。ですから、砂川市はこれから委員を構成するに当たりまして、この

構成を参考に子ども・子育ての事業者並びに保護者等々のご参加を得ながら会議の委員構

成を図ってまいりたいというふうに考えているところでございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 辻勲委員。

〇辻 勲委員 構成については国にのっとってということなのですけれども、もうちょ

っとその会議の構成に当たるに当たって、ちょっと今何か相談するとかというふうにあっ

たのですけれども、その構成委員並びにこれから決めていく中でのもう少しその辺がどう

いうふうになっていくのかお聞きします。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 社会福祉課長。

〇社会福祉課長 近藤恭史君 構成委員につきましては、現在子ども・子育てに携わる保

護者、基本的にはゼロ歳から小学校就学児童を持っている保護者の皆さん、また子育て支

援にかかわる当事者ということで、これは事業を行っている事業所、例えば砂川でござい

ますと幼稚園等々の代表の方、さらには職業生活、家庭生活を両立する上ではやはり事業

者、労働者等の代表の方もこの会議のほうに入っていただければというふうに考えており

ますので、そのような方を委員構成として考えているところでございます。また、学識経

験といたしましては、学校教育の関係ということで、例えばですけれども、校長会の代表
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の方ですとか主任児童民生委員等々の方から委員を構成するなどを考えているところでご

ざいます。また、会議では市民の皆さんの意見を広く聞いて反映するということから公募

委員の採用も考えているところでございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 辻勲委員。

〇辻 勲委員 それで、ゼロ歳から小学校までということなのですけれども、ちょっと

私があれしている部分では何か区分に分けてという話もあるのですけれども、その辺はど

ういうふうになっていくか、まだこれから検討なのですかね。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 社会福祉課長。

〇社会福祉課長 近藤恭史君 今回の計画につきましては、幼児期における学校教育、保

育のあり方ということで子ども・子育ての支援事業等の計画を立てるということになって

おりますので、基本的には主な対象となるところはやはりゼロ歳から５歳児までを育児し

ている方々、子供さん並びに保護者の方が一つの区分として対象になろうかというふうに

思います。あと、放課後児童の支援のあり方ということで、現在砂川市では学童保育事業

を行っておりますけれども、これらの対象につきましては今度は小学生という形になりま

すので、６歳から１２歳までの小学校児童を保育している方、またその児童を一つの対象

として区分として計画を考えていきたいというふうに考えているところでございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 辻勲委員。

〇辻 勲委員 では次に、ニーズ把握調査委託料という部分があるのですけれども、今

後その調査をしていくと思うのですけれども、この辺の内容についてお伺いしたいと思い

ます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 社会福祉課長。

〇社会福祉課長 近藤恭史君 ニーズ把握調査の関係につきましては、今回策定する計画

に当たりまして、市町村に対しまして地域における保育、教育、地域子ども・子育て支援

事業に係る需要量の見込みとそれら需要量に対する提供体制の確保の内容と実施事業を盛

り込むことが義務づけられているところでございます。それらの利用規模を的確に把握す

るためにニーズ調査の実施が必要となっているところでございまして、これらに関する予

算を計上させていただいたところでございます。実施に当たりましては、現在国のほうで

これら計画等々に関します基本指針が示されることとなっております。こちらのほうで調

査基本項目のほうも示されることとなっておりますので、これらを踏まえて砂川市でもニ

ーズ把握調査を実施していく予定としているところでございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 辻勲委員。

〇辻 勲委員 私のほうの常任委員会のほうでは、９月の定例会に予算をするという中

でアンケート調査の話が出たと思うのですけれども、この点についてお伺いしたいと思い

ます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 社会福祉課長。
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〇社会福祉課長 近藤恭史君 今回予算計上させていただいておりますニーズ把握調査に

つきましては、このアンケート調査を行う費用という形になっております。現在今ほど申

し上げましたように、国のほうで示されております基本調査項目を参考に実施することと

しておりますけれども、主な項目といたしましては家族の状況ですとか教育、保育事業や

子育て支援事業の利用状況、さらに今後の利用希望等々をアンケート調査で実施していこ

うというふうに考えております。現在国のほうから示されております調査表のイメージと

いたしまして、全部で３２問ほどの調査項目が示されているところでございます。これら

国で示されております調査項目と現在の砂川市の次世代地域行動計画、こちらを策定した

際に、今は後期の計画となってございますけれども、２１年にアンケート調査を実施して

おります。こちらのアンケート調査も参考にしながら、今後砂川市のアンケート調査項目

をどのようにしたらいいのか、これから設置いたします子ども・子育て支援会議等におき

まして審議をしていただきながら内容等を決めてまいりたいというふうに考えているとこ

ろでございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 辻勲委員。

〇辻 勲委員 そのアンケート調査も含めてニーズ調査の関係で、やってみないとわか

らないという部分があると思うのですけれども、この子育てという部分については、これ

は市長も子育てについてはしっかりやっていきたいというお話も日ごろから聞いておりま

すけれども、やはり相談も含めて保護者の方からいろんなことが上がってくるのではない

かと思うのですけれども、そういったことについての調査の量というのですかね、それに

ついてはこの予算で間に合うものなのかどうなのかという、そういう見込みというのはや

ってみないとわからないのでしょうか。その辺のことについてお伺いします。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 社会福祉課長。

〇社会福祉課長 近藤恭史君 子ども・子育てに対する福祉サービスというのは、いろい

ろなサービスがあるかと思いますけれども、今回国のほうで示されております調査表のイ

メージの中の項目といたしましては、それら特別保育等も含めた中でいろいろな質問を考

えられておりますので、今現在示されている調査項目から、今後砂川市として検討しても

さほど大きくその調査項目の量はふえることはないかというふうに考えているところでご

ざいます。また、対象人数等も一応現時点で把握した中で予算を立てておりますので、特

に現在の予算計上をさせていただいた額で賄えるものというふうに考えているところでご

ざいます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 辻勲委員。

〇辻 勲委員 地方版の会議という話もあったのですけれども、その辺の役割について

お伺いしたいと思います。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 社会福祉課長。

〇社会福祉課長 近藤恭史君 今回設置いたします砂川市子ども・子育て会議の役割でご
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ざいますけれども、今回策定しようとします砂川市子ども・子育て支援事業計画の策定に

際しまして子ども・子育て支援に関する施策の総合的、また計画的な推進に関しまして必

要な事項や事業の実施について調査、審議などをする役割を担っていただこうというふう

に考えているところでございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 辻勲委員。

〇辻 勲委員 では最後に、今後のスケジュールというのですか、そのスタートに当た

っての、今回のこの調査のスケジュールについてお伺いしたいと思います。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 社会福祉課長。

〇社会福祉課長 近藤恭史君 今後の計画策定におけるスケジュールでございますが、現

在計画策定の基礎資料となりますこのニーズ把握調査でございますが、アンケート調査に

なりますけれども、これにつきましては２５年度中にニーズ調査を実施いたしまして結果

を取りまとめ、さらに今後の教育、保育、また地域の子ども・子育て支援事業の量の見込

みを検討し、道のほうへ報告することとなっているところでございます。また、計画の策

定につきましては平成２６年度中までということになっておりますので、来年度、２６年

度になりましたらこれらの調査結果をもとに砂川市における子ども・子育て支援事業の確

保の内容ですとか方策等について計画の中身を検討して固めてまいりたいというふうに思

っております。来年の秋過ぎには保育所ですとか幼稚園等の募集も始まっていきますので、

できるだけその時期に間に合うように内容をまとめ上げていきたいというふうに考えてい

るところでございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 辻勲委員。

〇辻 勲委員 それで、そういう調査等をこれから行っていくのですけれども、いろん

な相談とか、保育料はどうなっていくのだとか、いろんなことは先ほど言ったように出て

くると思うのですけれども、そういった情報を提供する場というのはどこかで持とうと思

っているのですか。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 社会福祉課長。

〇社会福祉課長 近藤恭史君 情報提供のあり方でございますが、砂川市といたしまして

はこの計画策定、国のほうからの基本指針が正式に通知を受けてからスタートしようとい

うふうに考えているところでございますが、何分にもこの基本指針でございますが、よう

やく先月８月の６日に基本指針のまだおおむねの案という形で国のほうで取りまとめられ

たということで、都道府県に対して職員説明会があっただけという形になっておりますが、

今後これら国の動向、さらには基本指針が示されていよいよ計画づくりがスタートするの

ですけれども、計画策定等の状況を見ながら制度等の概要なども含めて広く市民の皆さん

が理解していただけるように広報紙ですとかホームページを通じて周知をしていきたいと

いうふうに思っております。また、子育て支援に関する計画でございますので、砂川市の

子育て施設、保育所ですとか子育て支援センター等においても周知ができるように考えて



－13－

いきたいというふうに考えております。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 ただいまの辻委員とのやりとりを聞いていて、今回の子ども・子育て会

議というのは子ども・子育て支援事業計画を策定するためと課長もおっしゃられたのです

けれども、これはそのとおりでいいですか。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 社会福祉課長。

〇社会福祉課長 近藤恭史君 今回うちの子ども・子育て会議の役割といたしましては、

今回の計画策定に当たってのご審議、ご意見をいただくというところも一つの役割となっ

ておりますけれども、今後はこの計画に沿ってきちっと実行されているか、この計画の効

果がどうかということも継続して状況を見ていただき、また場合によっては評価をしてい

ただく、そういうような役割も今後担っていく会議となるところでございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 そこで、内閣府のＱアンドＡをちょっと調べてみているのですけれども、

その新制度、つまりこの子ども・子育て支援法についてのことなのですけれども、各種条

例を定めて新制度施行に伴い議会に付議すべき事項としてどのようなものがあるかという

問いに対して、市町村における子ども・子育て会議の設置というのが一番最初に出てくる

のです。つまりこの会議を設置する上で条例の制定が必要だったのではないか。これは法

律に書かれていることなのですけれども、なぜ条例の提案がないのかなというふうに今の

答弁でいくと思うのですけれども、そこはいいのですか。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 社会福祉課長。

〇社会福祉課長 近藤恭史君 今回地方版砂川市の子ども・子育て会議の設置につきまし

ては、今回の法律におきましては市町村における設置については努力義務という形になっ

ているところでございまして、設置に当たりましては自治体の裁量で設置することができ

るというふうになっているところでございます。計画策定に当たりまして、今全国の状況

を見ますと、このような会議を設置しないで計画づくりを進める自治体もありますし、他

には要綱、規則等でこの会議を設置して計画づくりを進めるというような形態が見受けら

れているところでございます。砂川市につきましては努力義務とはなっておりますけれど

も、やはり市民の皆さんの意見を聞きながらこの計画づくりをこれから進めていく、また

子育て支援事業を進めていくということでありますので、会議を設置するものでございま

すが、これまでの現行の計画、次世代地域行動計画につきましても次世代地域支援協議会

というのを要綱で定めてこれまで策定を進めてきたところでございます。ですから、これ

らに倣いまして同様の形で今回も砂川市の子ども・子育て会議を設置していきたいという

ふうに考え、このように提案させていただいたところでございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 確かに子ども・子育て支援法の第７７条には、その審議会、その他の合
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議制の機関を置くように努めるものというふうに書かれているのですよね。ただ、今回国

のほうは特に子ども・子育てということに力を入れて、ただ単に会議をして費用弁償する

ということではなくて、今後のこの会議の位置づけをしっかりとしてやるべきだというこ

となのですよね。つまりこれは、やはり私は今後ずっと子ども・子育てということに対し

ての事業計画を立てるという意味からすれば、しっかりと費用弁償あるいは報酬、ここに

は報償と書かれているのだけれども、それを出すような形になるわけですし、条例に制定

をやっぱりするべきではないかというふうには思うのですけれども、この辺は市長は問題

なく、これでいいかというふうに思っていらっしゃるのかどうかなのですけれども、最近

多いのですよね、こういう形が。砂川市には、きっちりと特別職の職員で非常勤の者の給

与及び費用弁償に関する条例というのがあって、そこには特に日額４，８００円の方々の

かなりの委員会がありますね。そういう委員会と全く市長の私的な諮問機関とかというの

なら、ここにあるような報償、報償と報酬ってどう違うのというところからも質問もした

いのですけれども、報償という形でやっている場合がとても多くなっているのではないか

なというふうに思うのです。ですから、そういう意味からすれば何で今回は……これ今辻

委員とのお話の中で話ししていても結構大事な会議になってくると思うのです。公募もこ

れからするし、学校校長あるいは幼稚園の人たちとか、いろんな人たちに集まってもらっ

て今後の子ども・子育てをしっかりと事業計画をつくっていきたいというしっかりした会

議なわけですから、きちっと条例をつくってやるべきではないかというふうに思うのです

けれども、市長はどうお思いでしょうかね。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 市長。

〇市長 善岡雅文君 条例でやるべきでないかということでございまして、ご承知のとお

り砂川市の附属機関、いわゆる法律に基づいて必置規制のあるものについては従来から条

例化してきたと、そうでないものについては要綱等でやってきていると。これなかなか物

の考え方が難しくて、現実にはいわゆる条例でうたえば報酬になるし、それから要綱でう

たえば報償費というふうに財政上の区分けはそうなっているわけでございますけれども、

ほかの要綱でうたっているのがそんなに重要でないというわけではないのですけれども、

法律に基づいて必置になっているものについては条例でやってきているというのが過去的

経過で、行革の中でもそれをある程度整理して条例化すべきでないかという話も出たので

ございますけれども、既存のものでも議員ご承知のとおりなかなか開催されていないもの

もあったりしまして、それとか定期でないもの、または時限立法的なものについてはある

程度要綱でいこうかと。だけれども、ずっと続くものについては条例でというような大ま

かな決めをしながら今日きていると。私は、別にこれが要綱だから重きを置いていないと

いうことでなくて、子育て支援は今後の子育てに関して非常に重要なものでございまして、

ニーズ調査が終わった中では私自身がその分析なり、その結果を見ながら今後の政策決定

もしていきたいというふうに思っておりまして、これからやっぱり子供方が少なくなって
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いくときにはいかに行政がその中で重点配分、いわゆる全部やることはできないのですけ

れども、選択をしながらどこに力を入れていくかというのは重要なことだと思っておりま

すので、これについては私自身は別に条例というものには、過去的にいろんなものを見て

きましたので、こだわってはございません。ただし、これについてはニーズ調査を把握し

ながら、政策決定の中ではある程度市長の考え方も入れていきたいと、このように考えて

いるところでございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 これまでの協働のまちづくりとか、それとはまた質の違う、本来であれ

ばこの合議制、子ども・子育て会議というのは特定教育や保育施設の利用定員の設定に関

して協議をしたりとか、砂川市の場合はそういうことが起こり得ないのかもしれないので

すけれども、単純に僕はこの条例に基づいていないものというのは大体市長の私的な諮問

機関というふうに位置づけるべきだろうと思うわけです。しっかりとした審議会あるいは

こういう会議というものは、やっぱり条例でしっかりと決めて、委員さんたちにもしっか

りとそこのところは自覚をしていただいて、今後の子ども・子育てについてのいろんなこ

とを議論していただくということが普通の形ではないかというふうに思うわけです。普通

報償と言うと、例えば講演会だとか研修会の講師に対するお礼みたいなものを報償と言う

と思うのです。でも、そうではなくて皆さん方には子ども・子育てにしっかりとかかわっ

ていただくのだということでいえば、やはり報酬とした形でやるべきだろうと。そこでや

っぱり子ども・子育てに対して、市長の思いというものがどんなに重たいものかというも

のが市民にもわかってくるということだと思うのです。このまんまだと何か、子ども・子

育てのことをちょっと話し合ってもらおうかな程度にどうも感じてしまうのですよ、この

報償という言葉が。本来条例で定めるのだったら条例をまず審査して、それから予算とい

う形になっていくと思うのですけれども、今回の場合はそうではなくてということなので

すよね。単純にこの砂川市の場合は、これは認定こども園だとかという問題もここの中に

は当然出てくるのですけれども、そういうことというのは一切関係なく子ども・子育て支

援というのを行っていこうとされているのかということなのですよね。この法律という中

には、いろいろ難しい問題をいっぱい抱え込んでいて、国の方向性というのもこれからど

んどん出てくると思うのですけれども、そういうことに対応するこの子ども・子育て会議

であれば、きちっとした位置づけというのは私は行われたほうがいいのではないかという

ふうに本当に思うのです。この特別職の非常勤の費用弁償に関するということの中でもい

ろいろな、今市長がおっしゃったように、余り集まっていない会議もあるしということは

確かにあると思うのです。でも、これは今後の子育てに関してはとてもとても大事な会議

になるはずですから、ここはやっぱり私はしっかりとした条例の制定のもとでやられたほ

うがいいのではないかというふうに思います。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 市長。
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〇市長 善岡雅文君 全国市長会で私もこの関係の委員になっておりまして、各首長の論

議を聞いているのですけれども、国の決め方がちょっと唐突というか、指針がまだ明確に

なっていないと。それと、もう一つ、論議の話題は大都市中心で待機児童をどうするのだ

というのが切実な問題で、地方に来ると待機児童どころかもっと違うところの問題がある

と。その辺が明確になっていないので、国どおりに行ってしまうと違う論議というか、ち

ょっとなじまないところも現実に正直言ってありまして、委員の中でも半分以上は大都市

で待機児童も独自にやらざるを得ないとか、横浜方式でうまくいっているところもあれば

全然いっていないところもある。私は、委員としては違和感を感じまして、待機児童とい

うよりも砂川市ではもっと違うところに現実的な問題があって、国の言っているのと視点

がちょっと違うなというふうには感じているものですから、私はどっちかといったらニー

ズ調査でその中から国との違いなり、そういうのを把握した中で国の委員会の中で地方の

代表としては私は発言しながら、地方ではこんな問題を抱えていると、それがイコール国

のほうの要望事項にもかかわってきておりまして、国のほうがまだ明確な指針が、内容が

まだ明確でないところもありまして、その地方での論議を踏まえて固めていくようなとこ

ろも現実にございまして、そういう経過もございますので、私自身はとりあえずは要綱で

いって、小黒委員の言うようにこれはどうしても必要で、地方にとってはとなれば、これ

は条例、法律でも必置規制ではないですけれども、それは考えていってもいいかなという

ふうに思いますけれども、内容をまず把握しないと、国の言っているのとちょっと乖離が

現実にはありまして、私自身はちょっと違和感を感じておりました。ただ、地方の実態は

違うところに問題点があるので、それはやっぱり掘り起こしていかなければならないだろ

うと。だから、それが出た段階で私は関与していきながら国の言っている、東京なり横浜

とか大きいところの論議がどうも新聞で出てきて、それがおりてきて、地方の過疎地の人

たちはみんなそろって違和感をやっぱり感じております。それを見きわめた中で、過疎地

の問題としてはこういうのがあるのだというのも言っていかないと、なかなかこれは現実

に難しいかなと。そういうこともありまして、今の段階ではこのままでいきたいと。決し

て軽視しているのではなくて国に向けて言うべき問題点が、どうも国の視点は大都市中心

の東京の待機児童をどうするのだとすごい問題になっているのですけれども、そっちのほ

うに行っているような感じがしますので、もう少しお時間をいただければというふうに思

っております。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 小黒委員の残余の質疑は休憩後に行います。

午後１時まで休憩します。

休憩 午前１１時５２分

再開 午後 ０時５８分

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 休憩中の会議を再開いたします。

小黒弘委員の発言を許したいと思います。
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小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 市長から答弁もいただいたのですけれども、ちょっと細かいのに戻るの

ですけれども、子ども・子育て会議の委員報償というのが１４万７，０００円、費用弁償

９，０００円ということなので、これって少ないなと思うのですけれども、何回ぐらい開

かれる、それから何人ぐらい、ちょっと細かいのに戻ってしまいましたけれども、それを

お伺いします。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 社会福祉課長。

〇社会福祉課長 近藤恭史君 子ども・子育て会議の委員報償の関係でございますが、今

年度、２５年度の会議につきましては３回の開催を予定しているところでございます。ま

た、委員の構成につきましては１０名を予定しているところでございまして、報償費の内

訳でございますが、委員につきましてはお一人１回の会議につきまして４，８００円掛け

る９人分、さらにその３回分という形になります。また、会議につきましては委員長を設

けることとしておりまして、委員長につきましては委員報償の４，８００円に７００円を

加算した額という形になりますので、今回の１４万７，０００円という予算額になったと

ころでございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 今回はということはわかるのですけれども、また市長も状況によっては

条例のというようなお話も先ほどされていたので、ぜひそういうことも考えていただきた

いというふうには思います。日額４，８００円、それから委員長、会長には７００円を加

給するということも条例と全く同じですので、しかも今回は決して市長の私的諮問会みた

いなものではなくて子育てということでいえば非常に大事な、平成２７年度からにしても

大事な計画を立てるという、審議会になるのですかね、子育て会議ということになるわけ

ですから、検討等これから推移をしっかりとやっていってほしいなというふうには思いま

す。

以上です。終わります。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 他にご質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

なければ、次に進みます。２２ページです。第６款農林費、第１項農業費、質疑ありま

せんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

なければ、第２項林業費、ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

なければ、次に進みます。２４ページ、第７款商工費、第１項商工費、質疑ありません

か。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕



－18－

次に、２６ページ、第１０款教育費、第２項小学校費、ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

続きまして、第３項中学校費、ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

続いて、第４項社会教育費、質疑ございませんか。

小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 質問させていただきます。公民館等を中心とした社会教育活性化事業と

いうやつですよね。それで、多分数ある事業の中でなぜ百人一首、さっき提案説明で百人

一首というのを中心にやっていくというお話なのですけれども、何で百人一首だったので

すか。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 社会教育課長。

〇社会教育課長 山下克己君 なぜ百人一首なのかということですが、近年子供の数の減

少や働く親の増加などを要因として休止中の子ども会が大変ふえておりまして、活動に支

障が出ている状況であります。そういう中で、町内会や老人クラブと連携して子ども会活

動を活性化できないかということが長年の我々の課題でもございました。また、北海道子

ども会連絡協議会では百人一首を通じて地域の指導者と子供の触れ合いを深める活動を進

めており、毎年開催される地区予選や全道大会では地域の指導者を中心として運営され、

たくさんの子供たちの参加がございます。そういう中で、砂川市では百人一首を楽しむ習

慣というのが今まで余りない状況でございました。昨年度、高齢者にいろいろお話を聞く

機会がございましたが、昔を懐かしんで子供と触れ合いを求める、そういうニーズがある

ことが確認できておりまして、そういう中で百人一首の指導者を募集したところ、高齢者

のサポーターということで参加していただけるという話がございました。昨年度、既に放

課後子ども教室などでそのサポーターが活動を開始しておりましたが、活動の輪が老人ク

ラブなどへ広がる兆しなども若干見えておりました。そういうところに本年度国からこの

委託事業の通知がございまして、この委託事業を活用してさらに活動の輪を広げられない

かということで検討をした結果でございます。また、百人一首を通じて高齢者が生き生き

と楽しみながら仲間や子供たちとの交流を行い、子ども会を中心に地域活性化へつなげる

ことができるのではないかと、そういう期待を込めてこういう事業を考えております。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 この事業そのものは、どんな取り組みができたのでしょう。うちは、百

人一首というのを選ぼうとされているみたいなのですけれども、どんなことができる可能

性があった事業なのかをちょっとお伺いします。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 社会教育課長。

〇社会教育課長 山下克己君 この事業自体は、公民館を中心にそういう学びの機会だと

かを提供することを初めにしまして、地域の活性化へつなげていくという事業でございま
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すが、今考えているところといたしましては公民館で講演会などをして百人一首への理解

を深めたり、百人一首の大会などを開催して参加する人たちに百人一首へ親しんでもらっ

たり、さらにそれを地域での活動へつなげていきたいというふうに思っていただくような

取り組みを進めていきたいと考えております。

〇小黒 弘委員 違う違う。

〇社会教育課長 山下克己君 違いますか。百人一首……

〇小黒 弘委員 以外に。

〇社会教育課長 山下克己君 百人一首以外でということですね。この補助事業につきま

しては、若者の自立社会参画支援プログラム、地域の防災拠点形成支援プログラム、地域

人材による家庭支援プログラム、地域振興支援プログラム、その他地域の教育的資源を活

用した地域課題解決支援プログラムの５つから成っておりまして、今回申請しているのは

地域振興支援プログラムということでございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 本当に広い事業の内容だと思うのですけれども、どうも砂川で百人一首

というのが、決めたのだったらそれはそれでもいいのかなとは思うのだけれども、ほかに

何かなかったのかなという気もしないでもないし、それから休止中の子ども会が多いとい

うのはこれは原因があって、補助金が切られたのですよ、地域の子ども会というのは。や

っぱりそこら辺が、子供の数も少なくなっているのは確かなのだけれども、前は地域の子

ども会に対して何千円だったかもしれないけれども、補助金というのがあったのです、助

成金ね。それもなくなっているというのもあったり、それを今度百人一首を取り組むこと

で地域の子ども会も復活してもらえれば非常にいいなとは思うのだけれども。まあ今後に

期待しますか。

あと、この事業そのものというのは１年で終わってしまうものなのか、あるいは国の事

業って余り長く続くようなものではないのが多いと思うので、その辺はどうなのですか。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 社会教育課長。

〇社会教育課長 山下克己君 この事業につきましては、モデル市町を指定しまして３カ

年継続した取り組みが可能となっております。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 では、とりあえず３年間はこの百人一首で地域を盛り上げていこうとい

うふうに、頑張っていこうと思っているということですね。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 社会教育課長。

〇社会教育課長 山下克己君 頑張っていきたいと思います。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 他にご質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

なければ、次に進みます。２８ページ、第１２款諸支出金、第１項過年度過誤納還付金、
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ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

なければ、次に歳入に入ります。８ページから１６ページまで質疑ございませんか。

小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 寄附金のところでちょっとお伺いしたいのですけれども、今回寄附金が

多額な寄附も含めて３種類あるのですよね。それで、お伺いしたいのは、例えば総務費寄

附金の下にまちづくり事業資金と、こうあって、その下は社会福祉事業資金となっていて、

最後は教育事業資金というふうになっていますけれども、これは基金とはまた違う、こう

いう資金というのがどこかにプールするようになっているのかどうかをお伺いしたいので

すけれども。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 こちらの資金という表現をしておりますけれども、こちらは特

にその資金という、その使途という意味の資金ということになっておりますので、今回に

つきましては基金に積み立てたものもございますし、直接事業に充てているものもござい

ます。用途として、このようなまちづくりの事業に充ててほしいという寄附者のご意向に

沿いましてこのような表現をしております。ですから、これはあくまでもお金の使途とい

う意味の資金という形になっていまして、今回でありますと例えば教育費寄附金の中で教

育事業資金ということで匿名の寄附が３００万円ございました。こちらにつきましては、

今回基金等に積み立てることなく楽器の購入に充てておりますので、特に言葉的なものに

ついて区分けが特にあるというものではございません。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 特別意味がないなら書かなくていいよね。わざわざまちづくり事業資金、

社会福祉事業資金、教育事業資金、こういうふうに書いてあるものだから、その寄附者に

よってはここに積んでおいてくださいというような意味があって、これが何種類かあるの

かなと、ほかにも。しかも、民生費、総務費、教育費と、こう分かれてくるわけだから、

相当しっかりしたものというのがあってここに言葉として掲載されているのかなというふ

うに思ったのですが、そうではないのですか。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 寄附のご意向があったときにどのような使途に寄附を、どうい

うお考えの中で寄附をしていただけるというふうな確認をしたときに、まちづくりの事業

に充ててくださいという、そういう場合につきましてはまちづくり事業資金という、そう

いう区分けの中で表現をしているだけでございまして、寄附者の意向によりましてはまた

違う資金というものも出てくるかと思います。ですけれども、例えば社会福祉事業基金で

ありますと、基本的には今でいいますと社会福祉の基金に積み立てることもありますけれ

ども、これが例えば基金に積み立てることなく、例えば施設、保育所ですとか、そういう
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ものに充ててくださいといいますと、これにつきましては児童福祉事業資金という形にも

なろうかなというふうにも考えられるところでございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 では、病院のためにとかといったら病院事業資金とかと、こういうふう

に名前がついてくる。寄附者の意図によってこういう呼び名をどんどんふやしていくとい

う意味なのですね。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 病院になりますと病院の会計のほうになりますけれども、基本

的には寄附者の意向に沿いました形の中で区分けをさせていただいているところでありま

す。ですけれども、寄附者の方もなかなか突発的な寄附というのもございますので、私ど

ものほうで確認をした中で、このような区分けがございますということの中で寄附を受け

るような形をとっておりますので、寄附の内容によってはまたこれらの名称等も変わって

くる場合もあると、そういうふうに考えているところでございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 多比良和伸委員。

〇多比良和伸委員 今ほどの寄附の関係だったのですけれども、意向があって教育費寄附

金ということで楽器購入資金としてという話は聞いているのですけれども、各学校への振

り分けに関しても言及があったのかどうなのか、その辺も教えていただけますか。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 学務課長。

〇学務課長 大西俊光君 市内の吹奏楽クラブ、中学校、それから小学校であれば器楽ク

ラブ、そちらのほうに寄附をしたいということでありますけれども、特定の学校について

は特にございません。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 多比良和伸委員。

〇多比良和伸委員 今回小学校、砂小、北光小、砂中、石中と。砂中、石中が１００万ず

つ、そして砂小、北光小が５０万円ずつという形だったと思うのですが、砂小と北光小、

北光小だけはちょっと形態が違うのかなという印象は受けるのです。学校単位で器楽クラ

ブというようなスタンスではないとは思うのですけれども、学校事業の取り組みというか、

放課後事業の取り組みという形でやられている。砂川小学校に関しては、どっちかという

と中学校の２校に沿っているというか、分けるとしたらそういう分け方になるのかなと。

今回の分け方自体が砂小、北光小に５０万円ずつということになってしまったことで、本

当は砂小は吹奏楽クラブ４０人ぐらいいるのですけれども、砂中に関しては３０人ぐらい

なのですけれども、金額でいうと砂小のほうが５０万安くて砂中のほうが５０万多くてと

いうことで、その配分に関してもうちょっと考えられなかったのかなということをお聞き

したいのですけれども。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 学務課長。

〇学務課長 大西俊光君 小学校５０万程度、それから中学校は１００万程度ということ
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で配分をしておりますけれども、中学校に行きますと当然楽器も多岐にわたりまして種類

も多くなってきます、楽器も多くなってきますので、その辺を考慮して中学校のほうには

１００万円ということで手当てをしたところでございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 他にご質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで質疑を終わります。

続いて、討論に入ります。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

討論なしと認め、これで討論を終わります。

これより議案第１号を採決いたします。

本案を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、原案のとおり可決されました。

続きまして、議案第２号 平成２５年度砂川市国民健康保険特別会計補正予算の審査に

入ります。

これより質疑に入ります。歳入歳出一括して質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで質疑を終わります。

続いて、討論に入ります。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

討論なしと認め、これで討論を終わります。

これより議案第２号を採決いたします。

本案を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、原案のとおり可決されました。

続いて、議案第３号 平成２５年度砂川市介護保険特別会計補正予算の審査に入ります。

これより質疑に入ります。歳入歳出一括して質疑ありませんか。

小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 １９ページの地域ケア会議活用推進事業に要する経費についてお伺いを

します。

そもそも地域ケア会議というもののちょっと内容をお伺いしたいのですけれども。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 介護福祉課長。

〇介護福祉課長 中村一久君 地域ケア会議の件でございますが、地域包括ケア、こちら

につきましては、支援が必要な高齢者の方の住まいから始まって介護、医療、予防、生活

支援、こちらのサービスが一体的に包括的に行えるシステムをつくることが重要だと。そ
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のようなシステムをつくる際に地域ケア会議、こちらについては市と包括が中心となりま

して介護ですとか、医療ですとか、あと住まいですとか、あと生活の支援ですから町内会

であるとか、民生委員さんであるとか、そのような関係者が集まって顔の見える関係づく

り、ネットワークづくりをつくってその支援が必要な高齢者を支えていこうというような、

そのための中心となる会議でございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 これは、今もうつくられている会議ですよね。そうでないと活用推進と

いうことにはならないでしょうから。大体どんな活動というか、月に何回とか、定期的に

そういうふうになっているのか、もうちょっと具体的にお話しいただければと思います。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 介護福祉課長。

〇介護福祉課長 中村一久君 こちらにつきましては、個別の高齢者がいらっしゃって、

困難事例のような場合はその都度関係者、ケアマネジャーさんですとか包括、市が中心と

なりまして、それぞれ関係機関にお集まりいただいて困難事例を解決していくと。そのも

のとは別に、今は月１度程度定期的に集まって、先ほど申し上げたとおり関係者の関係性

といいますか、顔の見える関係づくり、連携体制の強化というような意味合いで定期的に

集まって、それぞれの課題ですとか、それぞれ他の職種の仕事の内容についての勉強会と

いいますか、そういう情報交換をしたり、そういうことをやっております。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 今現在そういう勉強会をやっているということですよね。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 介護福祉課長。

〇介護福祉課長 中村一久君 昨年度から開始しておりまして、今年度につきましても大

体月１度程度の会合を持っているところでございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 今回の業務委託料のこの１００万円は、どういう使い道でされるのかお

伺いします。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 介護福祉課長。

〇介護福祉課長 中村一久君 こちらにつきましては他職種合同研修会ということで、先

ほどもご説明したとおり医療ですとか、介護ですとか、あと包括も市も含めてなのですが、

支援が必要な高齢者を一体的、包括的に支えていくためにはいろいろな職種の方のご協力

が必要ということでございます。こちらにつきましては、今は月１度ほど実施しておりま

すが、大体年末もしくは来年早々にも合同の研修会を開催して関係性といいますか、連携

づくりをより強固なものにするために情報交換、勉強会を開催したいというふうに考えて

おります。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 小黒弘委員。

〇小黒 弘委員 研修会の講師料ということですか。
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〇委員長 一ノ瀬弘昭君 介護福祉課長。

〇介護福祉課長 中村一久君 こちらの他職種の研修会につきましては、昨年度も１度開

催しておりましたが、やはり地域ケア会議ですとか、地域包括ケアシステムですとか、他

職種の研修と、そのようなことについて専門的な知識を有している方のお話を１度お伺い

すると。また、必要に応じては先進的な取り組みをされている都市の関係者をお呼びする

というようなことを、今検討段階ではございますが、原課としては考えてございます。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 それでは、私のほうから少し加えさせていただきたいと思いま

すが、まず現在行っておりますこの地域ケア会議、昨年も勉強会をやったというお話をさ

せていただきましたが、このときの主題は訪問看護ということで、これは訪問看護ステー

ションと市立病院の看護師が中心になって勉強会を行ったと。これは、いろんな職種の方

が集まってきておりますので、その中でどういう方がどういう役割を担っているのかとい

うところから始まっていますので、昨年についてはその訪問看護と。ことしの一つのテー

マはケアマネジャーの業務ということで話は進んでおりますけれども、ただ、今まではこ

れは内部的な、つまり集まってきた中での話ということでありましたので、本年この１０

０万につきましては約３０万円ほど使って専門講師をこちらのほうにお呼びして講演会を

行うという予定にしておりますし、１００万という金額なのですが、実際にはそのうちの

約半分ほどは見守りにかかわる啓発グッズ、まだこれは確定しておりませんけれども、こ

の辺も作成をしながら、１つにはそういう勉強会、１つには市が進める見守り関係のもの

をつくってこれを周知していくと。これは、地域ケア会議の中で総体的に進めていきたい

ということであります。

それと、もう一つだけちょっとつけ加えさせていただきたいのは、この地域ケア会議な

るものは実際には国の方針でいきますとかなり大きな会議、つまり先ほどもご答弁させて

いただいたとおり、いろんなところのいろんな職種が集まるということなのですけれども、

ただ昨年から進めております現在の地域ケア会議はそのうちの例えば市立病院、行政、そ

れからふれあいセンターに包括、訪問看護ステーション、社協といったような、今現在集

まれるところの範疇で集まっておりますので、こういうものをきっかけにさらに拡大をし

ていきたいと、あるいは違う要素のものをいろいろ勉強させていただきたいということで

今回取り組みさせていただきたいというふうに思っています。

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 他にご質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで質疑を終わります。

続いて、討論に入ります。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

討論なしと認め、これで討論を終わります。
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これより議案第３号を採決します。

本案を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、原案のとおり可決されました。

◎散会宣告

〇委員長 一ノ瀬弘昭君 以上で本委員会に付託されました議案第４号、第１号から第３

号までの各議案の審査を全て終了いたしました。

これで予算審査特別委員会を散会いたします。

皆さんのご協力をもってスムーズに進めることができましたことを副委員長ともども感

謝したいと思います。ありがとうございました。

散会 午後 １時２７分
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委 員 長


